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第７回たち第７回たちてんてん webwebかんふぁかんふぁ
1414 May  2009May  2009

【症例】51歳 閉経後

【術前診断】右cT2N0M0 stageⅡA【術前診断】右cT2N0M0 stageⅡA
【手術】2000/2/28 右乳房全摘術+腋窩手術

【病理】IDC(solid-tub) ｔ不明 n0 
NG3 ER- PgR- HER2(3+)  ly+  v-

【術後治療】

2000/4  UFT(N-SAS-BC 01)→薬剤性肝障害2000/4  UFT(N SAS BC 01)→薬剤性肝障害

2000/11 AC
→発熱、倦怠感、食欲不振にて2サイクルで中止

以降、経過観察のみ
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【再発診断】2002年3月右鎖骨上リンパ節転移
【DFI】2年
【再発治療】
2002/4 PTX2002/4 PTX
2002/5 Herceptin→infusion reaction出現にて中止
→PTX単独治療にてCR
2003/4 右鎖骨上放射線照射（50Gy）
→右鎖骨下リンパ節転移が出現
2003/9 PTX再開＋high dose TOR→肝機能障害にてTOR中止
2004/5 Herceptin再導入→infusion reaction出現し中止
腫瘍マ カ 上昇→腫瘍マーカー上昇

2004/12 CPT-11→PD
2005/3 DTX１回のみ施行
2005/3 右鎖骨下 放射線照射（40Gy）
2005/5 右鎖骨上リンパ節腫大
→当院セカンドオピニオンへ

 ハーセプチンによるinfusion reaction ハ セプチンによるinfusion reaction
 いろいろな薬剤による肝機能障害

どうにか工夫してハーセプチン治療を開始したい！

2005/8
前投薬（デカドロン16mg）使用にて施行

→発熱が出現したが完遂できた
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2005/8 Her（２回目まで前投薬使用）

→腫瘍マーカー上昇

2006/4 H VNR 腫瘍 カ は低下したが2006/4 Her+VNR →腫瘍マーカーは低下したが

副作用出現にて３コース後にHer単独へ

2006/6 Her →腫瘍マーカー上昇、鎖骨下リンパ節腫大

2006/10  Her+VNR →前回と同様の副作用出現

2007/1 Her単独 →鎖骨上下リンパ節増大

2007/4 GEM →腫瘍マーカー上昇

2007/6 Her＋Xeloda →腫瘍マーカー上昇2007/6 Her＋Xeloda →腫瘍マ カ 上昇

2008/2 CMF 1クール →腫瘍マーカー上昇

2008/4 Her →腫瘍マーカー上昇

2008/7 AVASTIN →多発肺転移出現

2008/11 Lapatinib →腫瘍マーカー上昇

2009/2    Lapatinib + Her

2008/11/20  ラパチニブ１日３錠内服開始

→皮疹の出現あり、下痢は認めず

2009/2/13   ハーセプチン併用開始、１日５錠へ増量

2009/2/14   発熱・悪寒にて連携病院へ入院

2009/2/21   激しい下痢(Grade3)が出現

2009/2/28   ラパチニブ中止

2009/3/3    下痢が止まる

2009/3/10   ラパチニブ１日３錠内服再開

その後はラパチ ブ１日３錠内服 下痢が出現したら中止 下痢が改善その後はラパチニブ１日３錠内服、下痢が出現したら中止、下痢が改善

したら内服再開という方針へ

→最終的に

３～４日内服→下痢→３～４日休薬→下痢改善→内服再開

というサイクルで内服を継続した
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